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更に議論及び解析をやり易くするために 系は均一であるとしよう｡ これは C1-C2- C3-
C,Ll- L2-L3-L,Ml-M2-M3-Mを意味する｡すると方程式 (1)は次のようにな
る(,




ro(t)=E3(t), Oo(t)=f13 (t )
(n-1′2.3) (4)





ここで､ Eon,L20n 及び toはAmperes,rad/s及び secの次元を持つo計算の便















最初に Jn(t′)を定常点 J'(-(J,(t′)′J2(t′)′J,(t′)′J4(t,)′J5(t′)′J6(t.日 -




式 (3)′ (4)'及び (6)より





それ故､ (7)で示 される Liapounov 関数 の存在により位相空間の領域βで始まる
J(t')(-(Jl(t′)′J2(t′)′ ...,J6(t′)) )の軌跡は､ずっと 領域Dに留まるOそして定常
点 J★は軌跡の中心点である｡
次に僅かな揺らぎが別の定常状態 Jo=(0,0,0,01′02,0 3日 O n=0でない定数
(n=1,2,3))に加えられた場合について考えてみよう｡もし定常状態 Joが安定ならばJo近傍
から出発 した J(t')の軌跡は徐々に Jo-収束 してゆくと考えられる｡それ故､ linear




































九-m編 and九-m編 (-1±iJf (ll)
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図2(A) m=0.1に於けるIl'(t'),Ⅰ2'(t')及びⅠ3'(t')
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A o ･n(tH)≡-I･n(t･･)r n_.(t一･)dtf'
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10) saarty,T.and J.Bram,NonlinearMathematics,McGraw-Hill Book,
Newyork′1964.
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